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卓越大学院プログラム 

令和５年度プログラム実施状況報告書 

 

 

 

＜プログラム進捗状況概要＞ 

１．プログラムの目的・大学の改革構想 

本卓越大学院プログラム「メディカルイノベーション大学院プログラム」（以下、本プログラム）では、京都大学の医薬学域３部局（医学研究科、薬

学研究科、ｉＰＳ細胞研究所）とＷＰＩ拠点ＡＳＨＢｉが、共同して国内外の研究機関や企業との有機的な連携を推進し、ノーベル生理学・医学賞受賞

者を輩出する世界トップレベルの研究、及び本邦では歴史のある産官学連携推進から培った経験とノウハウを生かして、①学生が、そのバックグラウン

ドや志向性に応じて、系統的な医学知識と高度かつ独創的な研究力を修得できる教育システムを整備する、更に②国内外の産官学の第一線の人材と交流

することにより、次世代医療の社会実装に向けた俯瞰的な視点を涵養することを目的とする。特に①②の達成に向けて、技術革新の著しい「情報テクノ

ロジーの高度な活用」と、次世代の医療開発戦略における「多様な（マルチモーダル）医薬の研究開発」を強化ポイントとする実践的な教育プログラム

を構築する。（調書Ｐ．７） 

本卓越大学院プログラムでは、国際的な医学研究・医療開発の競争力を強化すべく、上記の大学院医学教育における課題を克服し、グローバルかつ学

際的な教育研究拠点構築を目的とする。（調書Ｐ．９） 

 

＜大学の改革構想＞ 

社会から負託された大学の使命は、知の継承（教育）と発展（研究）である。各学術分野で大学院がこれまで果たしてきた役割は重要であり、その機

能を更に強化するべきである。一方、もう一つのベクトルである社会貢献という観点からは、人類社会の進歩に伴う新しい発展分野の創成や、現代社会

が直面する課題の解決に貢献できる人材の育成が強く求められていることも事実である。このような社会からの要請に柔軟に応えるため、京都大学で

は、重点分野を選定し、縦串の教育研究組織を横串で貫く新たな博士教育学位プログラムを構築することを基本戦略としている。卓越大学院プログラム

はこの構想の中核をなしている。卓越大学院プログラムを通じ、本学の大学院全体のシステムを以下の１）、２）のように改革する。 

１）学内資源を結集したトップレベル学位プログラムの構築 

未来の人類社会に変革をもたらす重点分野をターゲットに、京都大学が世界トップレベルの研究力・教育力をもつ学術分野を横串にした大学院横断博

士教育プログラムを構築する。大学院研究科、研究所、センター等の部局の枠を越えて、国際的にトップレベルの研究力、高度な専門性を涵養する教育

力、基礎から応用・発展まで幅広い教育研究を包含する教育資源の３つの観点から、京都大学が強みをもつ学術分野を抽出して卓越大学院プログラムに
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結集させ、社会的な意義や価値の創成を目指した発展研究を学位に取り入れた大学院博士課程教育を実施する。 

２）産学共同による社会に羽ばたく博士人材の育成 

当該分野が深く関連する産業界のリーディングカンパニー群と共同して、人材育成目標を共有する産学連携活動の組織化を図る。これにより、卓越大

学院博士課程修了者の多様なキャリアパスを明示し、確保するとともに、企業群の賛同を得て教育支援、人材派遣、ＯＲＴ（Ｏｎ ｔｈｅ Ｒｅｓｅａ

ｒｃｈ Ｔｒａｉｎｉｎｇ）、共同研究、インターンシップ等を組織的に拡充させる。これまで「研究」ベースで行ってきた産学連携を、「教育」にお

いても戦略的に推し進め、新たな産学連携教育プラットフォーム（京都大学と産業界が、人により結ばれる場）として機能させる。卓越大学院プログラ

ムでは、社会に開かれた活躍の場を学生に体験させるとともに、希望をもって将来のキャリアパスを描ける場へと大学院博士課程を変革する。（調書

Ｐ．１７） 

 

本申請プログラムでは、京都大学の中長期的な改革構想（ＷＩＮＤＯＷ構想）並びに指定国立大学法人構想の目標「高度で多様な頭脳循環の形成」

「新たな社会貢献を目指して既存の枠組にとらわれない産官学連携の促進」に基づき、広く社会の要請に応える大学院医学教育の整備を行う。 

既に、学内の関連部局を横断するワーキンググループを立ち上げ、本プログラムと互換性・相乗効果の高い大学院医学教育システムを構築すべく改革を

進めるとともに、産官との教育面における協働を進めている。 

１）医学・ヘルスケア領域のイノベーション推進に向けた共通認識として、京都大学では、医学・医療に深い知識を持ったｎｏｎ－ＭＤ人材、更に医学

研究の成果を速やかに社会に還元すべく、産官の新たな要求に応える博士人材を育成する大学院教育システムの構築に取り組んでいる。２０１８年度

に部局を横断したカリキュラムに関するワーキンググループを組織し、教育カリキュラムにおける医学研究科（医学、医科学、社会医学系、人間健康

科学系の４専攻）と薬学研究科（薬科学、医薬創成情報科学、薬学の３専攻）の連携強化を進めてきた。２０１８年度には、医学部人間健康科学科の

改組に伴う医学研究科人間健康科学系専攻の新カリキュラムに対応すべく協力講座を設置し、「学部－大学院連携」の基盤整備を行った。２０１９年

度には、医学研究科医科学修士課程のカリキュラムを大幅に改定し、理工系学部出身のｎｏｎ－ＭＤ学生を想定した系統的な基礎医学講義がスタート

する。更に留学生に対しても系統的な医学教育を実施すべく、外国人枠の常勤ポジションを利用して、外国人教員による英語での医学講義の整備を進

めている。このように国際性のある医学教育基盤を整備することで、海外からも優秀な学生が集まりつつある。 

以上の取り組みは、本卓越大学院プログラムのカリキュラムとの親和性も考慮されており、本プログラム履修者は、過度の負担を強いられることなく、

それぞれのバックグラウンドや研究に合わせて、医学に関する体系的な基礎知識と専門領域の高度な内容まで学習することができる。 

２）社会実装を重視した大学院教育の取り組みとして、製薬企業４社の支援の下に「創薬医学講座」を開設し、企業研究者を含む創薬開発人材育成に取

り組んできた。「創薬医学講座」に所属する大学院生は、系統的に医学知識を講義実習で学ぶとともに、メディカルイノベーションセンターで進行中

の産学連携の大型研究プロジェクトに参加し、学位研究を進めることも可能である。このような産学連携の創薬人材育成を目的とする「創薬医学講座」

と本プログラムが密接に連携することで、迅速かつ効果的に産官学連携の医学教育研究拠点を実現する。医学研究・医療技術の著しい高度化・多様化

が進むにつれて、グローバル戦略で必要とされる系統的な医学・創薬知識と最先端の研究開発能力を有する人材育成を、企業教育のみで実施するのは

困難である。世界トップレベルの教育研究機関である京都大学との連携による人材育成は、企業にとってもメリットが大きく、継続性、発展性に期待

できる。上記の創薬医学講座参画企業からも一致した意見表明がある。これらを実行するため「大学院医学教育推進センター（仮称）」を設立し、本

プログラムの提供する大学院医学教育の統括、更にその質の維持や強化を行う。これにより、大学院医学教育への学内外からの強い要請に応えるべく、

本プログラムの教育システムを学内外に向けて発展させる。（調書Ｐ．１８） 
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２．プログラムの進捗状況 

・医学研究科及び薬学研究科の修士課程・博士課程の学生２５名を履修生として選抜した。在籍履修生は９１名になった。 

・キャリアパス支援・社会実装スキルアップ科目群を引き続き開講し、社会連携、社会実装の観点からの教育をすすめた。開始以来継続して開講してい

る「フロンティア型人材育成特別講義」はこれまで全てオンラインで実施してきたが、今年度第１回目の講義である「リーンシックスシグマ総論」を

対面で開催、本講義に関心を持つ学生や、過去の受講生が参加し、熱心な質疑応答が行われた。 

・若手研究者のキャリアを考えるためのフォーラムをワークライフバランス、海外でのキャリアという観点で複数回開催した。特に海外でのキャリアに

ついては、年度後半に実施した海外派遣プログラムを企画する礎となった。 

また、研究者のキャリアを考えるという観点でプログラムを超えた展開を目指し、履修生とともに北海道大学のOne Healthプログラムを訪問、意見交

換を行った。 

・他大学のプログラムとの連携を目指し、東北大学、大阪大学、名古屋大学の生命系卓越大学院プログラムが実施している卓越共創シンポジウムに来年

度から参加するため、準備を行った。Ｒ６年度は名古屋大学で開催予定、当プログラムからも履修生、教員が参加予定である。 

・昨年度に続いて履修生交流会を開催し、履修生約３０名が参加し、履修生間の交流を深めた。共同研究や、学会発表など履修生のＭＩＰにおける活動

について話題提供があった。また、起業した修了生を招へいし、在学中の活動、起業に向けた準備や現状について話をし、在学生には今後を考える参

考となった。 

・留学生が増加したことから、より多くの履修生が交流できるように英語での交流会を開催した。研究だけではなく自身の経験や、出身地の文化を話題

として提供し交流を深める場とし、履修生だけでなく、ＭＩＰに興味を持つ学生も参加できるようにした。 

・ＭＩＰでスタートした研究交流サロンを拡大し、複数研究科を横断する事業として開催した。規模も大きくし、３日間にわたり講演１２名、ポスター

２００タイトル以上の発表があった。履修生の多くが参加、発表し、所属研究科を超えた研究交流の場となった。 

・医療・創薬・行政で活躍されている多様な先生方から、最先端の研究内容やキャリア形成について講演いただくセミナーシリーズであるＭＩＰセミナ

ーを継続開催し、学内外の研究者による講演を行った。履修生がセミナーのホストとして講師と打合せ、司会進行をするなど準備を通じて経験を積ん

だ。 

・外部評価委員などの助言を受けて、海外のスタートアップの現場などを体験する海外派遣プログラムを実施した。募集により派遣者を選抜し、採択者

はグループワークとして全体プランの作成、訪問先との打合せ、報告会まで全ての行程に関わった。外部評価委員から「学生がただ行って帰るだけに

なることのないよう、適切な教員が指導、助言するように」との助言を頂き、本学教授、ＵＲＡの2名が立案時から関わり、訪問先企業へのプレゼンテ

ーションの指導を行い、現地にも同行した。 

・昨年度に引き続き、本学オンサイトラボとの交流を行った。今年度は台湾、Academia Sinica、国立台湾大学でのシンポジウムで発表し、現地の研究者、

学生と交流を深めた。また現地の産学連携の現場を見学した。 

・昨年度の論文執筆に関するセミナーが好評で継続を求める声が多かったものに応えて、今年度は英語でのアカデミックプレゼンテーションにかかるセ

ミナーを対面で開催した。座学の外、ワークショップ形式での指導もあり、海外派遣予定者は現地での自分の活動を見据えて英語でのプレゼンテーシ

ョン力の向上を目指した。 

・ＭＩＰ共催、創薬医学講座による「製薬企業のキャリア形成説明会」開催した。今年度は対面で実施、起業研究者と実際に言葉を交わして交流するこ

とで、履修生にとって貴重な機会となった。 

・メンター教員、指導教員説明会を行い、当プログラムの理解を深めた。 

・本学で実施している博士課程教育プログラムの学生、教職員が集い、「壁を超える」をテーマに「京都大学卓越ワークショップ２０２３」が開催され、

プログラム間の連携を目指してプログラムコーディネーターと履修生による研究発表、プログラム紹介を行った。続くポスターセッションでは、プロ

グラム教員と履修生が研究紹介、発表を行った。 
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【令和５年度実績：大学院教育全体の改革への取組状況】 

・本事業を通じた大学院教育全体の改革への取組状況及び次年度以降の見通しについて 

① 特筆すべき成果のあった事項 

（１）京都大学では第４期中期目標・中期計画に基づき、総長の強いリーダーシップの下に大学院改革を推進する全学組織として、２０２１年１０月に

大学院教育支援機構を発足させた。大学院教育支援機構は、大学院共通教育部門、国際連携キャリア形成支援部門、大学院横断教育プログラム推進部

門の３部門から構成される。卓越大学院プログラムについては、大学院横断教育プログラム推進部門が全学の学位付記型プログラムを統括運営する組

織として、教育の評価及び質保証、運営に関する企画、関係する博士課程との調整を担当する。同機構の発足により、本プログラムを含む卓越大学院

プログラムが推進する大学院改革と博士学生支援を含む他の大学院改革が有機的に連携可能となり、また本プログラムの先進的な取り組みの全学への

波及も期待できる。 

（２）プログラム評価委員、ＰＯ，外部評価委員等から助言を受け、海外派遣プログラム「Ｇｌｏｂａｌ Ｔａｌｅｎｔ Ｅｘｐｅｄｉｔｉｏｎ Ｐｒ

ｏｇｒａｍ」を実施、６名の履修生を選抜、ボストンのスタートアップ企業等を訪問した。本学オンサイトラボとの交流事業として、台湾を訪問した。

報告会を開催し、全学にその成果を報告した。 

（３）プログラム評価委員、研究を深化させる取り組みを考えるようにとの助言を受け、「Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ Ａｗａｒｄ」を実

施し、学位論文の完成を目前にした履修生に一層の支援を行った。これは応募によるもので、優れた内容の研究計画を後押しするものである。研究内

容だけでなく経費の使途も吟味し採択した。うち２名は修了、その他の者も学位論文の完成に近く、大きな後押しとなった。 

（４）本プログラムで開始した研究交流サロンはプログラムに関係する研究科だけでなく、本学の生命系の学部全体に広がる事業として実施した。３日

間にわたる口演、ポスター発表では会場に多くの発表者、聴講者が集い、非常に活発な研究交流の場となった。履修生の多くが発表を行い、ポスター

アワードを受賞した。履修生からは、シニアの先生方から直接意見を頂く良い機会で大きな励みなったとの感想を得た。 

 

 

② 計画通り進んでいる事項 

 概ね当初の計画通りに進捗している。２０１９年度採択後にプログラムの運営体制を確立し、医学・薬学研究科との調整の上、カリキュラムを策定し

た。２０２０年度より履修生の受入れを開始し、本プログラムによる人材教育と大学院改革を推進している。 

 

（１）本プログラム採択後より、全学組織として学位付記型プログラム（卓越大学院プログラム及び博士課程教育リーディングプログラム）の学位の質

保証及び運営を統括する大学院横断教育プログラム運営委員会を通じて、他のプログラムと履修生の状況及び全学組織としての大学院教育改革につい

て情報共有を行なっている。なお２０２１年１０月に大学院教育支援機構の設置に伴い、大学院横断教育プログラム運営委員会は支援機構下により開

催されている。 

（２）本プログラム教授会、運営委員会、各種委員会を設置した。各会議の構成員には参画研究科、専攻の教員が関わり、研究科・専攻を横断した一体

的運営と研究科との緊密な連絡を実現している。また本プログラム推進を支援する事務室を開設した。 

（３）部局を横断して大学院カリキュラムの調整を実施するカリキュラムワーキンググループと連携し、本プログラムのコースワークとして「コア履修

科目群（コア医学教育コース及び大学院教育コース）」「キャリアパス支援・社会実装スキルアップ科目群」を整備した。 

（４）本プログラムのウェブサイトを開設し、各専攻の大学院説明会では資料配布及びプログラムの概要及び履修生募集について説明を行っている。 

（５）本プログラムの３ポリシー（アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディプロマポリシー）を制定した。プログラムのウェブサイトに

より公開し、履修希望及びプログラム修了に求められる基準を明示している。３ポリシーに基づき入学審査、ＱＥ評価、修了審査等の評価にかかる基

準を定め厳正に運用している。 



 （【１９１０】機関名：京都大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：メディカルイノベーション大学院プログラム） 
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（６）学位の質の保証を目的として、多段階ＱＥおよび副教官（メンター）制度を導入し、メンターによる評価を通じて、履修生の研究進捗確認を行っ

ている。ＱＥ評価およびメンターによる指導の基盤となるプログラム独自のオンライン・ポートフォリオシステムを立上げ、改修をしつつ利便性を高

めている。 

（７）履修生の経済的支援として、研究計画提案・申請に基づくＲＡ制度を整備し、実施している。また履修生の研究支援として、異分野共同研究立案

制度を整備し、実施している。 

（８）優秀な学生の獲得に努め、２０２０年度〜２０２３年度の履修生募集に関して、定員充足（２０名／年）を達成している。 

 

③ 改善が必要な事項 

 概ね当初計画に基づき実施し、本プログラムによる人材育成と大学院改革は想定以上の成果を上げつつある。新型コロナウイルス感染症が終息しつつ

ある状況で、一部延期としていた計画を感染症に配慮しつつ再開し維持する必要がある。 

（１）連携機関等との交流：ＭＩＰセミナー、ＯＩＳＴ、ＵＣＳＤ訪問など、今後も対面での交流を進めていくが、本プログラムには現場で医療にかか

わる履修生も多く、彼等には今後どのように機会提供するのかが課題である。 

（２）インターンシップ：困難であったインターンシップを令和５年度には開始する計画であったが、感染症により左右される部分もあった影響で令和

５年度は実施する学生がいなかった。令和６年度も引き続き募集する予定である。 

 

④ プログラムとしての今後の見通し 

 プログラムとしての目標は凡そ達成しつつある。 

 本プログラムの取組が研究科内に浸透しつつある現状、制度的には確立しつつあるため補助期間終了後も教育内容を維持することは可能である。 

 博士学生の学修支援についても大学院教育支援機構の下で、経済的支援がスタートしており、多くの履修生がその恩恵を受けている。今後は全学およ

び部局の経済的支援制度をどのようにプログラムと連携させるかを検討する必要がある。 

 

 

 

 

 


